
５月１２日 航空写真撮影 

 

 今週の５月１４日（水）に、創立１２０周年記念の航空写真撮影をします。航空写真とは、

学校の上の方から写真を撮影することで、１０年前の１１０周年のときも、撮影をしました。

人文字で、「せんぞくん」が描かれています。 

 

また、１００周年、９０周年、８０周年の航空写真もあります。学校の形は変わっていま

せんが、９０周年の写真より前は、屋上の様子が変わっているのが分かります。また、学校

の周りの建物の様子も、今と違っているのが分かりますね。 

  

この白黒の写真は、旧校舎、この校舎ができる前

の校舎です。残念ながら、いつ撮影されたものか、

調べることはできませんでしたが、今とは違う形

の校舎だったことが分かります。 

 

 

 

 

 

 



 また、もっと上から、町全体が見えるような写真も撮影します。１０年前の写真は、今と

あまり変わりませんが、３０年前、９０周年のときは、今より大きな建物が少ないですね。

私が見つけた、学校にある一番古い航空写真は、今から７０年前、創立５０周年の頃のもの

です。町の様子は、今と全然違いますが、道路の場所は今と同じですので、道路をたどって

みると、今との違いが分かりますね。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、航空写真は、今いる私たちの記念になるものですが、それだけでなく、何十

年後かの千束小学校の人のために、今の歴史を刻むという大切な役割があります。明後日の

撮影は、みんなで並んだり、場所を調整したりと、待っている時間も長くなるかもしれませ

ん。でも、１２０周年の記念になり、未来の千束小学校の子供たちのためにもなるものです

から、航空写真、人文字作りを楽しみながらも、しっかりとした態度で参加しましょう。 


